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児） 
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児） 

ほし組（5歳） 

 久しぶりにベビーカーに乗って園庭のとんど・もちつきの
行事に参加しましたが、全クラスが集まっていたので少し緊
張気味の子ども達でした。園長先生のお話を聞いた後、とん
どの火が燃えてくると、手をのばして、「わあ～」と興奮し、
真剣な眼差しで様子を見ていました。興奮が冷めないまま、
お部屋に戻る時も、おしゃべりがとまりませんでした。子ど
も達にはそれほど貴重な体験だったようです。 
 今月は生活発表会があります。普段の手遊びや絵本の真似

っこ遊びをお部屋だけでなく、ホールでもやってみることに
しました。子ども達にとっては、魅力的なホールなので、担任
の先生やお友達と一緒に散策した後、歌を歌いながら、集ま
ってみたり、絵本の「だるまさん」や「おべんとうばす」のま
ねっこ遊びを楽しんでいます。お部屋でも、ホールでも大好
きな歌が聞こえてくると、ニコニコ笑顔で集まっています。 
 日常生活では、生活習慣の 1 つの手洗いを取り入れ、外か
ら帰った後は、石鹸で手を洗うようにしています。「あわわ～」
と水道にきたり、服をまくって待っていたりと、少 
しずつ「自分で」の姿が出てきています。 
 

 １月はとんど・もちつきに参加しました。行事前にお散歩
で正月探しをし、しめ縄などを見つけて「あったよー」と保
育者や友だちに共有して楽しむ様子がありました。正月飾り
や書初めをとんどへ。燃え上がる火にびっくりしながらも、
しっかりと見ていました。もちつきでは杵を実際に触ったり
もちつきをみて「ぺったん！」と声をだす姿がありました。
手作りの臼と杵でもちつきごっこも楽しみました。袋にシー
ルを貼り凧を作り、園庭でたくさん走って凧上げを楽しみま

した。正月の伝統遊びや行事を通して親しみをもつことがで
きました。友だちとの関わりも増えており同じ遊びを一緒に
楽しんだり、ごっこ遊びの中で友だちが楽しむ姿を見て輪に
入っていく姿があります。[友だちと一緒が楽しい]という思
いがおおきくなっており、楽しさや喜びを共有しながら一緒
に成長しているのだと感じます。 
２月は節分や生活発表会があります。鬼は少し怖いけど、

魔法の言葉「やちちのぷ～」と、みんなで力を合わせて怖い
ものに立ち向かって生きたいと思います。発表会では 
子ども達の楽しむ姿を是非見てください！ 

毎日寒い日が続いていますが、子どもたちは寒さに負けずいつも

元気です。園庭で遊ぶ？部屋で遊ぶ？と尋ねると「園庭！」とすぐ

に返事がかえってきます。お正月明けに作った手づくりの凧をあ

げ、寒さにも負けず園庭を走り回って楽しんでいます。 

１月は、昔ながらの伝承遊びや行事に参加しました。餅つきでは、

みんなで「よいしょ、よいしょ！」と掛け声をかけ、臼の中から、

お持ちが出て来ると目を丸くしてみていました。そして、つきたて

のお餅つきを「柔らかい！」と言いながら朝おやつで美味しそうに

食べていました。とんどでは、意味を聞き、燃えていく炎を見て、

少し怖くなり、泣き出す子もいましたが、また藁で組んでいたのを

見て、「藁の家」と教えてくれた子もいました。 

2月は、生活発表会があり、うさぎ組は 3匹のこぶたをする事に

なりました。藁の家はこぶたの家です。こぶたのオオカミになって

ごっこ遊びをいっぱいして楽しんでいこうと思っています。走る事

の大好きなうさぎ組さんは、大きなホールに行くとすぐに走り回っ

てしまいます。でもお話もいっぱいして出来るようになって 

きています。どんな表現や、ことばがでてくるか楽しみに 

していてくださいね。 

 先月は、珍しく雪が降ったこともあり、子どもたちと一緒に季節

ならではの遊びを楽しみました。みんなで畑に行き、雪を触ってみ

ては「つめた～い」「ぎゅってしたら溶けていく」「さっきまであっ

たのが無くなってしまった～」など、いろいろな発見がありました。

雪について話し合ったときには、「水からできてるん？」「それは氷

やろ？」「じゃあ、なんで冷たいん？」など、様々な疑問も出てきま

した。実際に自分たちが経験したことは、子どもたちにとって素晴

らしい財産になっていきます。「氷をつくってみよう」ということ

で、自分たちで水の量を調整し、どこに置くかも考え、見事次の日

に氷が出来ていた時には、氷よりもキラキラの瞳で、「みてみて～」

「他のクラスにも見せにいきたい」と嬉しそうでした。 

 今月は、生活発表会があります。ももたろうのお話は洗濯機もな

い時代なので、こどもたちと想像力を働かせながら、話を進めてい

っています。また、子どもたちも自信を持って自分でやろうとする

ことが増えてきました。自分の持ち物を把握する・大切にするとい

うことも伝えていきたいので、登園後は、保育者と一緒に準備をし

たいと思います。早朝に登園される方は、配膳台の上に荷物 

を置いたままにしておいてください。 

 

長いお正月休みが明け、休み中の楽しかったお話、美味しい
ものを食べたお話などお喋りが止まらなかった子どもたち♪
保育園ではコマや羽根つき、福笑いなどお正月あそびを楽し
んだり、おせち料理を意味にも興味を持ちながら食べたりし
ました。また、子ども達が恐れていた鬼お意識にも頑張って
参加し、心の中の悪い鬼を「どいやしょー！」と大きな声で
やっつけました。きっと 2025 年もみんなが元気で優しい心
で過ごせるはずです！ 
 とんど・もちつきの行事では頑張りたいことを書いた書初
めを燃やして神様に届けたり、つきたてのお餅にタレをつけ

てあぶって食べたりと今の時代なかなか経験することのない
行事に楽しそうでした。 
 2 月は生活発表会があります。自分以外の誰かになりきる
こと、人前に立つことへの緊張を感じている子が多く、当日
子ども達がどんな姿になるかは分かりませんが、 
子ども達は「役になりきって面白いと笑ってもらいたい」「緊
張してもお友達と協力して頑張って拍手をもらいたい」と言
う目標に向かって頑張ってきました。面白い 
所は笑って楽しんで見てもらえたら嬉しいです！ 
 

りす組（1歳児） ひよこ組（0歳児） うさぎ組（2歳児） 

きりん組（3歳児） ぞう組（4歳児） ほし組（5歳児） 

朝晩の冷え込みで体がちぢこまる季節です。子ども達は戸外
へ出るとマラソンをし、体の中から暖まり「もう寒くないわ」
と元気いっぱい。1 月はお正月、とんど、餅つきと伝統行事
が目白押しでした。とんどでは、舞い上がる火の粉を見上げ
「願い事届くかな？」と話したり、燃える火の大きさに「火
事みたいや！」「けむりで目が痛いな」と大興奮。“食べられ
た やまんば”に出てくるセリフ「大火事になーれ！」の言
葉も飛び出し、火を怖いながらも身近に感じた行事でした。
劇遊びも盛り上がってきています。なりたい役になり、友だ
ちと話し合って自分が出る場面を決め、子ども達主体で遊ん

でいます。これから劇遊びは佳境に入っていきます。ストー
リーを追うだけではなく、役の心境を考えたり、見ている人
にやっていることが伝わるかなども考えながら遊んでいき
ます。2月には節分もあります。今までは歴代のぞう組とほ
し組が豆で鬼を追い払ってくれていました。今年はその役目
が初めて回ってきます。怖いけど楽しみ（節分）ドキドキす
るけど、がんばる（劇）など、色々な気持ちを味わう 2月。
一人だと難しいことも、友だちと一緒なら乗り越えていける
仲間の存在を意識しながら過ごしていきます。 
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